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2023年 4月 1日 改定版 
神奈川大学 保健管理センター 

 

主な変更箇所 
 ●国のコロナ対応の変更(2023年 5月 8日に 5類に)の移行措置として、2023年 3月 2日開催の緊急対策本部会議での決定
事項を反映した。従って、このマニュアルは 4月 1日～5月 7日までとする。 

 ・3月 31日廃止︓神大ルール、体調不良者の対応など 
 ・4月 1日より変更︓マスク着用のスタンス、濃厚接触者の基準は神奈川県の基準を準用など 
※ マスク着用のスタンス︓個人の判断に委ねる。従って、マスクを着用していなくとも個別注意はできない、強制はできない。 

ただし、国の動向を見ながら、見直しや必要な注意喚起は行う。    
注意喚起の例︓ポスター(換気状況の確認や会話時マスク着用の促しなど)や、新型コロナ Q＆A 

参考 Q:マスクはもう外してもよいの?   (新型コロナ Q＆A より、一部抜粋) 
A:学内でマスク着用を推奨する場面︓室内で会話をする、又は会話の可能性がある場合 

                                            (例) ・・などでご確認ください。 
 ・使用責任者等の役割︓ 

スタッフ一人ひとりがコロナの特徴・正しい知識を理解し、また、お互いのことを思いやり、皆が気持ちよく働ける職場環境に務めるとと
もに、職場内での感染拡大に注意を払う。 

【パート・アルバイト使用責任者・指揮命令者用】 
新型コロナ感染者・濃厚接触者対応マニュアル 
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 パート・アルバイト者へ (配付資料) 

  

 ≪該当フロー・大学コロナ報告窓口≫ 
○社会人パート ⇒ 職員窓口へ報告 (職員用フローを参照) 
○学生アルバイト(本学学部生、大学院生) ⇒ 学生窓口に報告 (学生用フローを参照) 

 

学内(勤務先)の感染拡大防止のため、次の対応を行うこと 
感染者  参照︓「フローA 感染者」 

1）自宅等で療養・直ちに使用責任者・指揮命令者に報告する 
報告ポイント 
①発症時（体調異変｟倦怠感,咽頭痛も含む｠が出現した時をできるだけ正確に）  
②発症日（無症状の場合は検査日）の 2日前からこの報告時までの、学内濃厚接触者を想定する  

２) 学内濃厚接触者に、その旨と、大学へ濃厚接触者報告(forms)を行うよう伝える。 
３）保健管理センターHP>コロナ特設サイト より、感染者報告(forms)を行う。その後、使用責任者・指揮命令者にも報告

した旨を連絡する。 
４）使用責任者・指揮命令者に定期的に体調報告を行う 
５) 入構については、保健管理センターHP>コロナ特設サイト 「入構制限期間」にて確認する。 

使用責任者・指揮命令者に体調など報告・相談の上、了解を得て出勤する。 
            

濃厚接触者  参照︓「フローB濃厚接触者」 
濃厚接触者 ︓感染者から濃厚接触者に該当する旨の連絡を受ける 

感染者に接触し、濃厚接触者に該当する可能性があるときは「フローB濃厚接触者」で確認する 
1) 使用責任者・指揮命令者に濃厚接触者に該当した経緯を報告する 「いつ・どんな接触をしたか」 
2) 保健管理センターHP>コロナ特設サイト より、濃厚接触者報告(forms)を行う。使用責任者・指揮命令者にも報告した 

旨を連絡する。 
3）入構については、保健管理センターHP>コロナ特設サイト 「入構制限期間」にて確認する。 

使用責任者・指揮命令者に体調など報告・相談の上、了解を得て出勤する。 
 
体調不良時  ※体調不良者の対応(入構制限等)は、3月 31日で廃止する  

 
※ 待機期間を短縮して出勤する時、または体調不良で出勤する時は、自覚を持ってより注意するようお願いします。 

（換気、対人距離、不織布マスクの着用、会食や不要な会話はしないなど) 

 
≪参考≫ 
●国指定抗原検査キット 

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/kensa/kitwokounyuusurukatahe.files/iyakuhinposter20220909.pdf 

 

https://www.kanagawa-u.ac.jp/hsc/current/news/details_00100.html
https://www.kanagawa-u.ac.jp/hsc/current/news/details_00100.html
https://www.kanagawa-u.ac.jp/hsc/current/news/details_00100.html
https://www.kanagawa-u.ac.jp/hsc/current/news/details_00100.html
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/kensa/kitwokounyuusurukatahe.files/iyakuhinposter20220909.pdf
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/kensa/kitwokounyuusurukatahe.files/iyakuhinposter20220909.pdf
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1）感染者に、隔離状態であることを確認する 
 

 

２）感染者の報告から、次の 2点を聞き、濃厚接触者を判断する 
    
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

3）学内濃厚接触者がいた場合、大学報告窓口に報告(forms)するよう伝えたかを確
認する 
 

 
 

濃厚接触者の対応↓  

 
 
 

４）使用責任者・指揮命令者は、感染者から大学コロナ報告窓口に連絡した旨の連絡
を受ける 

 

5) 感染者から体調報告を受け、出勤日を決める 

   感染者の体調報告を受けながら、入構制限解除の前日に、最終的に体調に変化がないかを報告さ

せ、P.5 「感染者の就労とキャンパス入構（出勤）の基準について」により、出勤を許可する 
    

※ポイント   
①発症日（体調異変がわずかでも出現した時）は間違ってないか 
②発症日（無症状の場合は検査日）の 2日前からこの報告を受けるまでに、学内濃厚接触者について確認する 

有の場合→その者との接触状況を確認し、濃厚接触者に該当するか否かを判断する 

Ⅰ パート・アルバイトが感染者になった 
参照︓フローA 感染者 

 

【濃厚接触者とは：神奈川県の基準を準用】 
 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/noukokusessyoku.html 
 

  

・出勤していればすぐ帰宅を指示 

Ⅱ パート・アルバイトが濃厚接触者になった（P.4） 

・濃厚接触者と判断した理由も伝えたか／・濃厚接触者にコロナ報告窓口に報告を出すように伝えたか 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/noukokusessyoku.html
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１）濃厚接触者に該当すると思った経緯について報告を受け、該当するか否かを確認する  
    
 
 
 

 
２）濃厚接触者に該当したら、隔離状況を確認する 
 
 

3）使用責任者・指揮命令者は、濃厚接触者から大学コロナ報告窓口に連絡したことの
報告を受ける 

 

4）濃厚接触者から体調報告を受け、出勤日を決める 

濃厚接触者の体調報告を受けながら、入構制限解除の前日に、最終的に体調に変化がないか 

を報告させ、入構制限期間を HPより確認し、出勤を許可する 

 

 

 

 

 

 

 

 
陽性になった場合→ 

 
 
 

Ⅰ パート・アルバイトが、感染者となった P3 
 

 

ポイント  濃厚接触者となった経緯 (いつ・どのように感染者と接触したか) 
 
 
                                 
 
 

【濃厚接触者とは：神奈川県の基準を準用】 
 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/noukokusessyoku.html 
 

Ⅱ パート・アルバイトが濃厚接触者になった 
 参照：フローB 濃厚接触者用  

・出勤していればすぐ帰宅を指示 

https://www.kanagawa-u.ac.jp/hsc/current/news/details_00100.html
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/noukokusessyoku.html
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感染者の療養期間の短縮および就労とキャンパス入構（出勤）について 
※ 厚生労働省令和 4年 9月 7日 事務連絡より

https://www.mhlw.go.jp/content/000987035.pdf 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 次の期間は、より注意して感染対策の徹底をお願いします。 

（換気、対人距離、不織布マスクの着用、会食や不要な会話はしないなど)  
・感染者(症状あり)︓10日目まで 
・感染者(無症状)︓7日目まで 

 

 
参考 国立感染症研究所のデータによる専門家の見解 

・ウイルス排出期間は、診断・発症から７-９日間、症状軽快から２日間  
    ・ウイルスの残存リスク（中央値）は 6日目で 34％、8日目で 16％、10日目で 6％ 
 
●抗原キット(国指定)について 

   今後、保健管理センターでは保有しません。 
 

 
 
 

2023.3.2 改訂 

感染者 【症状あり】 

感染者 【無症状】 

※就業に関する事項(人事課) 
「C:\Z\Box\（学内のみ）info-box\人事部\01_就業管理\01_申請書様式\新型コロナウイルス関係」
https://kanagawa-u.ent.box.com/folder/131316770423 

https://www.mhlw.go.jp/content/000987035.pdf
https://kanagawa-u.ent.box.com/folder/131316770423

